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_ 
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しおらしいぜ / 
愛しているのは 
脳ミソだけだろぅ 
手、足はおかげで 
くたくただ/. 
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p 

■ 

■HnMr, 


ヵエルー匹 
食用に 
なりさ办り 
ゴリラの 
テー ブ IV — 


あゆむ 



と何だろぅと 
僕の道は…… 
カエルー匹 
何ができる 
生きて行けるか 
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脳ミソめ/ 
おまえは 
食用しか生きる 
道がないだろぅ 
だがヶロ吉は 

手もありや 

足もあるんだ/ 
おまえの為に 
ケロ吉を 


売るのか/ 

心が痛むぜ/ ^ 
涙が出て 

しかたがないぜ /• 
今度は脳ミソ 
もろとも ゴリラ 

の食用だ/ 



a 




だまれ/ 
ここまで成長 
出来たのは 
だれのおかげだ 
皆/皆/ 
ゴリラの 
ぉじさん進 



僕の 

手足は 

沼を泳ぐ事も 


ないのか • 
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ごりっぱになったぜ / 
腹がブクブク出て来て 
栄養の片ょり 
すぎた . ^ 


あすにも 
食えそうな 
カエルめ/ 


mff 



血のにおい 
のする 
煙が流れて 
来るのに 
おれの目は 
栄養不足で 


だんだん見えなく 
なつて来た 


何て 

□マン 

チックな 

夜だろぅ 

ほら 

聞こえて 
来る 
荒野を 
吹きぬける 
神風のような 


m 


: 5 ? J な{シ 




' 一 


食用なんて 
古いぜ/ 


動物の中じや 

ちよつとは 
名のとおつた 
ケロ吉様さ 





今の僕には 
あのよぅな 
充実感が 
必要な のじゃ 
ないかと 


動 
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ケロ吉は 
そこに 
母を見た. 
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